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＜あらまし＞ 金沢大学教育学部が平成 18 年度から 19 年度にかけて開発・試行した Web
教育実習ノート「なるため実習ノート」について、その概要を報告する．従来の「教育実習
リングファイル」を改善し，Web 上で展開することで 1)学生，指導教員，大学教員間の連絡
連携，2)より効果的な実習ポートフォリオの蓄積，3)教科内容等に関する自主学習支援，な
どの課題解決・機能強化をめざした．今回はその設計概要についてまとめる． 
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1. はじめに 
 金沢大学では平成 18 年度から「資質の高
い教員養成推進プログラム（以下，教員養成
GP）の指定を受け，教育学部，及び附属高等
学校が中心となり「WEB 教育実習ノートに
よる自主学習の支援 －’なるため実習ノー
ト’を活用した高等学校教員養成における訪
問対話型教育実習指導・評価システムの構築
－」をテーマに，システム開発，及び実践環
境の整備を行ってきた． 
 学校教育現場の抱える課題の多様化・深刻
化を受け，教師の実践力・問題解決能力の質
的向上が喫緊の課題となる中，教員養成の場
においてもこれまで以上に「即戦力」となる
人材の養成が求められるようになった． 
金沢大学教育学部においてもカリキュラ
ムの見直しや，附属学校園，及び石川県，金
沢市教育委員会等との連携の元でティーチン
グアシスタント派遣事業を推進するなど，実
践力向上のための様々な取り組みを行ってい
る．なかでも学部 3 年次，4 年次に実施され
る教育実習については，質的向上の最大契機
と改めて位置づけ，学部を挙げて改革に取り
組んでいる． 
 この，教育実習改革の中核となったのが，
平成 14 年度より実施している「教育実習リ
ングファイルによる訪問対話型指導・評価シ
ステム」（後述）の導入である．教育実習生を
中心に，実習校指導教員，学部教員が連携し
て実習指導・評価を行うこのシステムの導入
により，実習指導の質的向上を図ることがで
きたが，一方で訪問指導機会が倍増するなか，
指導内容の質的維持・向上，指導時間の確保，
教科内容等に関わる自主学習支援などが課題
となっていた．そこで，このシステムを Web
化することにより，課題解決を図ったのが今
回の取り組みである． 
  
2.  開発の概要 
2.1. 背景 
本学部では，教育実習の質的向上を目指し
て，平成 14 年度から対話型評価を導入した
教育実習の指導・評価システムの運用を行っ
ている．その特徴を大まかにまとめたものが
表１である． 
 
 
 
 
 
特長 
１ 
学部教育実習指導 
担当教員制度 
実習生ひとりひとりを学部教員全員が分担し，責任を
持って実習指導・評価を行う． 
２ 訪問指導 
学部教育実習指導教員が教育実習期間中に週一回以
上，実習校を訪問し，実習状況を確認しアドバイスを
行う． 
３ 対話型実習評価 
実習生・実習校指導教員・学部教育実習指導担当教員
の三者面談により，実習生の実習成績を評価・評定す
る（附属学校園実習）． 
表 1 「実習リングファイル」による訪問対話型指導・評価システム 
 
 これまでの実習では，教員毎に指導する学
生の数が大きく異なることなどにより，訪問
指導の内容や回数にばらつきが見られたが，
この枠組みを提示することにより，一定の機
会確保，実習生および教員側のさらなる意識
向上と，取り組みの改善が見られた．実習校
側からも高い評価が得られるようになったが，
一方で次のような課題が持ち上がった． 
  
2.2. 従来のシステムにおける課題 
 平成 14 年度からの取り組みを通じて，特に
附属学校園における教育実習で明らかになっ
た課題に以下のようなものがあった． 
 
課題１：実習に関わる情報の連絡・共有シ
ステムの不備 
 学部キャンパスと附属学校園とのアク
セスが不便なこともあり，実習生，実習校
指導教員，学部指導教員との実習関連情報
の日常的な連絡・共有が充分に行えていな
い．そのため，学部指導教員による訪問指
導や三者面談による実習評価・評定の質的
向上を図る上で大きな支障となっている． 
 
課題２：教科内容に関する自主学習の支援 
 特に，高等学校実習において，実習生の
教科内容に関する指導力不足が目立つ．担
当する単元について，十分な学習時間を提
供し，自主学習を支援するシステムの工夫
が必要である． 
 
課題３：教育実習システムの統一・標準化 
 附属学校における教育実習では，教育学
部独自の教育実習システムと，他学部独自
のものが平行して運用されているが，一定
の教育効果を保証するためにはより高い
レベルでの教育実習システムの統一，及び
標準化が必要である．（平成 20 年度からの
学域再編に際して，大学全体の教員養成の
中核となることを契機に） 
 
 上記 3 つの課題に対応することを目指して，
従来の「教育実習リングファイル」を中核と
する教育実習支援システムを再検討し，Web
化したものが Web 版「なるため実習ノート」
である． 
 
2.3. Web 化のねらい，及びサイト構成 
 2.2.で挙げた諸課題を解決し，さらに質的
向上を図るために，Web の特性を活かして新
システムの構築を行うこととした． 
 課題１の「実習関連情報の共有」について
は，より頻繁に，手軽に，かつ確実に情報が
やりとりできるよう，「オンライン三者面談」
など，目的別に複数の Web 掲示板を組み合わ
せた「連携・連絡サイト」を構築することと
した． 
 また，課題２について，本学部では，「教師
になるための自主学習支援システム」を構想
し，その核となるアイテムとして，入学から
卒業まで使用する“教師になるためのノート”
（通称：なるためノート）を導入する．（平成
20 年度より）この中の特に教育実習に関わる
部分について，今回は Web システムに組み入
れることとした．具体的には(1)教科内容につ
いての学習の充実，指導力の向上をはかるた
めに，「教材リンク集」，実習校教員らによる
「プロの学習指導案」，「実践映像データベー
ス」などを集めた「お宝サイト」の構築，学
習・実習の履歴を着実に残し，積み上げを実
感する（ポートフォリオ）ために(2)実習生自
らが記入，作成する実習日誌や学習指導案，
教材などをストックする「実習生個人サイト」
を構築する． 
 課題３については，全学の教育実習に関わ
る委員会を通じて，平成 19 年度に附属高校
における実習に限って試行する，今回の Web
版「なるため実習ノート」への参加を依頼し，
活用することを契機として，教育実習システ
ム標準化への基盤整備を行うこととした． 
また，実習生，実習校指導教員，大学指導
教員の三者それぞれの，教育実習そのものへ
の評価，および Web 版「なるため実習ノート」
についての評価を得るため「アンケートサイ
ト」を設けることとした．具体的なサイト構
成については図１のようになった． 
 
3. 各サイトの内容 
ここでは，各サイトの大まかな内容・構成
について映像を交えて紹介する．(拡大イメー
ジについては研究当日に紹介する) 
3.1. 基本的画面構成 
図２ ログイン後の画面（イメージ） 
 
 実習生，実習校指導教員，大学指導教員は
それぞれ固有の ID とパスワードが配布され
る．これを用いてログインをすると図 2 のよ
うに，左右に二つに分かれたカラムが現れる．
むかって左側には各サイトの項目を一覧でき
るようになっており，右側には新着情報とし
て関係する研究授業，教壇実習予定について
図１ 「なるため実習ノート」サイト構成 
のお知らせなど，一定期間内に更新された情
報が一覧できる． 
 
3.2. 実習生個人サイトについて 
ここでは，プロフィール（教職に関する単
位の履修状況確認含む）のほか，実習日誌，
学習指導案，学習ノート，自己評価表などの
項目について記入，ファイル追加できるよう
になっている． 
 「学習ノート」は，実習校指導教員，もし
くは大学教員が提示した課題に，Web 上で回
答する「課題レポート」（事前指導，事後指導
機関の自主学習支援），指導案作成に至るまで
の学習記録（教具・教材活用のねらい，予備
調査・実験記録，発問や授業展開，参観した
授業から学んだこと，生徒の観察記録など）
を自由な書式で記述・編集する「教材研究」
「授業研究」「生徒理解」に関わる項目をまと
めていく． 
 
図３ 「学習指導案」作成画面(イメージ) 
 
ここでは，フォーマットに従って学習指導
案を入力できるほか，文書作成ソフトで作成
したファイル，もしくは手書き用紙をスキャ
ンし，自動的に PDF 化するシステムを活用
し，そのファイルを貼り付けることも可能で
ある．また逆に，記入した内容についても
PDF 化，もしくはプリントアウトが可能とな
っており，データの持ち運びや手許での確認
について便宜を図っている．また，このペー
ジの下部にはコメント欄，添付ファイル貼付
欄が用意され，指導教員，もしくはほかの実
習生が，提示された指導案についてコメント
や指導，補助資料の提示などを行うことがで
きる． 
 
図４ 自己評価表(Web イメージ) 
 
図５ 自己評価表（プリントアウト用） 
 
 自己評価表については，あらかじめ決めら
れた項目について，授業準備・実践，事前・
事後指導期間のすべての場面の評価に関する
書式（項目別点数チェックボックス，及び所
感記述）に従って，実習生は自己評価を行う．
このシートは三者面談の際に提示され，実習
評価の基礎資料となる． 
 
3.3. 連携・連絡サイトについて 
 実習生と指導教員グループ間での各種連絡
調整のためのページにより構成されている． 
 実習生に対する一斉連絡のほか，それぞれ
の教壇実習，研究授業予定などがアップされ，
ほかの実習生や大学教員はこれを閲覧して授
業参観のスケジュールを組むことができる． 
 
 
図６ お宝サイト「プロがつくる教具・ワンポイントアドバイス」ページ 
 
3.4. お宝サイト 
 「お宝サイト」では，指導教員グループか
らの教材教具や学習指導案の例示，各教科授
業場面の動画映像などを閲覧することができ
る．（「プロの学習指導案・ワンポイントアド
バイス」「プロがつくる教具・ワンポイントア
ドバイス」ほか）担当する教科の授業イメー
ジ，発問や板書，教材教具の活用の具体的な
様子について，指導教員が作成した学習指導
案を見ながら，同時に動画映像を視聴しなが
ら学ぶことができるようになっている． 
 また，「教材研究羅針盤」ページでは，過去
の実習生が残していく指導案などが閲覧でき
るようになる予定であり，このシステムを継
続使用していくことで，データベースのスト
ックが増加し，実習生にとってよりピンポイ
ントでの活用が可能となったり，同じ教科，
単元について複数の教材活用事例，指導事例
に触れることができるようになり，学習指導
案構成の大きな助けになると考えられる．
（ただし，実習生の残す指導案については，
どのようなものを残し，活用させるか，検討
を継続する必要がある．） 
 
 
図７ アンケート自動集計ページ 
 
3.5. アンケートサイト 
 実習の運営サイドから質問するアンケート
で，教育実習全般にわたるアンケートに加え，
この Web 版「なるため実習ノート」の評価に
関するページも含む．そのほか，必要に応じ
て実施される，実習生が独自に作成する生徒
への授業アンケート等については，集計や分
析を含めて，「学習ノート」→「授業研究」の
ページで管理されるようになっている． 
 
4. おわりに 
 この Web 版「なるためノート」システムに
ついては，平成 19 年度 9 月の金沢大学教育
学部附属高等学校における教育実習において，
既に一ヶ月間の試験運用を終えた． 
 この後，実習生，附属高校教員，各学部大
学教員からのフィードバックを集め，次年度
の実施に向けて改善項目の洗い出しを行って
いる． 
 今年度の実施状況に関わる報告，改善につ
いての取り組みについては，今後の研究会な
どのほか，金沢大学教育学部にて年度末に開
催が予定されている，教員養成フォーラムな
どの場で報告を行う． 
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